
（平成１４年度 建設副産物実態調査 国土交通省）

※ 「縮減」とは焼却などにより減量化すること。
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建設発生木材、建設汚泥、建設混合
廃棄物のリサイクルが遅れている

建設工事のゼロエミッション化

建設混合廃棄物の削減や、建設
発生木材・建設汚泥等、遅れている

分野でリサイクルを促進

直轄工事においては、グリーン購入によ
り、リサイクル材の積極的活用を促進

再資源化再資源化

建設廃棄物の最終処分量
ゼロを目指す
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